
組織活性化の教科書

ロジックではなく感性に訴える活性化策とは
職場の危機を指摘する論調が目立って増えてきた。コミ
ュニケーションの崩壊，指導力の機能不全，リーダーシッ
プ不在，勤労意欲の低下，人間関係力の劣化，学習意欲の
欠落，自律性の欠如，メンタル不調の蔓延，等々。職場分
析を試みれば課題別の問題点が見つかり，また複雑に絡み
合う組織の病巣がある程度は明らかになるのだろう。だが，
そこから先は容易ではない。「活性化は永遠の課題」とも
言われるゆえんだ。
今や昼間のダジャレと夜のイッパイでは活性化策になり
えない。また，破格のインセンティブを提案した場合も，
社員たちの白ける姿が目に浮かぶ。そうかといって「コミ
ュニケーション教育」や「自律型社員育成研修」は，強制
的に受講させること自体に矛盾をはらむ。正論による指
導・教育は，それ自体が閉塞感の原因でもあるのだ。
そこで，ヒトという生物の次元にまでいったん下り，そ
こから自律性を取り戻そうとするユニークな発想から策を
探ったのが本稿である。論理や正論で押し切るのではなく，
対極にある負の感情にも目を向け，その解消を図ることで
負荷を減らす。“感性に訴求する事業方針説明会”といっ
た成功事例も紹介している。このようなアプローチにおけ
る人事・教育部門の役割とは何か。組織活性化の課題に取
り組む際のヒントをみつけたい。 （編集部）
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組織活性化の教科書
―社員の潜在能力を引き出し職場に活力を生み出す方法―
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